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令和元年度第１回普代村まち・ひと・しごと創生推進会議 

議 事 録 

 

１ 開 会 

（事務局） 

ご案内いたしました時間がまいりましたので、只今から令和元年度第１回普代村まち・ひ

と・しごと創生推進会議を開会させていただきます。 

本日進行を務めさせていただきます、政策推進室の中村と申します。どうぞよろしくお願

いいたします。 

委員の皆様には、公私共にご多忙のところ、本会議にご出席をいただき、誠にありがとう

ございます。また、このたび本村まち・ひと・しごと創生推進会議の委員にご就任いただき

ました皆様には、快くご承諾いただきまして、誠に有難うございました。 

委嘱状の交付につきましては、予め机上に配布させていただきましたので、大変失礼とは

存じますが、ご容赦いただきたいと思います。 

次に、本日の会議内容についてですが、平成 27 年 10 月に作成いたしました、普代村ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略に係る平成 30年度事業の効果検証作業及び令和元年度事業

の進捗状況報告等になります。本来でありますと、年度上半期中に行うべきところでござい

ましたが、会議の開催が遅れてしまい大変申し訳ございません。 

本日は活発なご意見、ご提言を賜りますようよろしくお願いいたします。 

それでは、はじめに柾屋村長よりご挨拶申し上げます。 

 

２ 村長あいさつ 

（村長） 

普代村まち・ひと・しごと創生推進会議の開会に当たり、一言ご挨拶申し上げます。 

降り始めからの総雨量が県内最大の 467ミリに達し、記録的豪雨を観測した、このたび

の台風第 19号災害により被災された方々に心よりお見舞いを申し上げます。 

まずもって、委員の皆様方におかれましては、本村の諸々の村づくり事業の推進に格別

のご指導とご支援を賜っておりますことに厚くお礼申し上げますとともに、本日も公私共

に大変ご多用中、令和元年度第１回推進会議にご出席を賜り、誠にありがとうございます。

また、委員就任におかれましても、何かとご都合がお有りの中、曲げてご承諾いただきま

したことにも深く感謝申し上げます。 

さて、ご高承のとおり、本村におきましても、平成 27年 10月に、皆様からの貴重なる

ご意見、ご提言を賜り村人口ビジョン及び村総合戦略を策定いたしました。その後の人口

減少の状況でございますが、昨年 1年間の人口減少数は 51名であり、要因別では、自然増

減がマイナス 30名、社会増減がマイナス 21名などとなっており、出生数の大幅な減少に

は歯止めがかかりましたが、依然として厳しい状況が続いております。 



 

2 

 

今年度は、結婚・子育て等支援として、結婚応援プロジェクト（出会い創出事業）やは

まゆりこども園の保育料・給食費の無料化、大学生までの奨学金制度などの事業を展開し

ており、また、若年層の定住等対策としては、新卒者、移住者を雇用した際の事業主への

奨励金制度や新規漁業就業者支援、移住就業支援などに取り組んでいるところでございま

す。さらには、新しい人の流れづくりや観光・物産力の強化として、ふるさと納税の拡大

に努めその活用による産業・経済の好循環づくり、コンパクトで特色にあふれる道の駅づ

くりを進めるとともに、安心な暮らしの支援は、地域のコミュニティ活動助成や地域拠点

となる施設改修に取り組んでおり、人口減少の抑制、さらには地場産業・経済の活性化を

期すため、総合戦略の展開による「まち」が元気で・「ひと」が輝き・「しごと」と「くら

し」が調和する村づくりに総力を傾注し取り組んでいるところでございます。 

本日は、平成 30年度の事業実績や目標値の達成度、また現在進めております令和元年度

事業の進捗状況、さらには第二期総合戦略の策定に向けた方向性について、より一層の効

果を高めていくため、皆様方それぞれのお立場から、専門的な知見によるご意見、ご提言

等を賜りますようお願い申し上げます。 

結びに、台風第 19号災害の早期復旧・復興を果たし、今後とも本村の諸々の村づくり事

業の推進に特段のご指導とご協力を賜りますようお願い申し上げ、大変簡単ではございま

すが開会にあたりましてのごあいさつに代えさせていただきます。 

本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

 

３ 委員紹介 

（事務局） 

次に、次第３の委員紹介に移らせていただきます。 

お手元に、資料１として、委員名簿を配付させていただいておりますのでご覧いただきな

がら、こちらで紹介させていただきます。 

なお、本日９名の委員が欠席となっておりますので、順次名簿のとおり出席委員をご紹介

させていただきます。 

（出席委員を紹介） 

ここで、村長は他の公務がございますので退席をさせていただきます。ありがとうござい

ます。 

それでは協議事項に入る前に、資料の確認をさせていただきます。 

まず、本日の「会議次第」、「資料１普代村まち・ひと・しごと創生推進会議委員名簿」、

「資料２普代村まち・ひと・しごと創生推進会議設置要綱」、「資料３普代村まち・ひと・し

ごと創生総合戦略アクションプランの進捗状況」、「別冊普代村まち・ひと・しごと創生総合

戦略取組状況点検シート（平成 30 年度の取り組み）」、「資料４普代村まち・ひと・しごと創

生総合戦略に係る重要業績評価指標の進捗状況」、「資料５普代村の人口の長期的見通し」、 

「資料６普代村まち・ひと・しごと創生総合戦略の見直し方針（案）」、参考資料として「第

４次普代村総合発展計画後期基本計画－概要版－」、以上の資料でございます。順次議事進

行の中で使用いたしますが不足等はございませんでしょうか。 
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４ 会長の選出 

（事務局） 

それでは次に、次第の４、推進会議会長の選出について協議をさせていただきます。 

推進会議設置要綱、後ほど説明させていただきますが、設置要綱におきまして、本推進会

議の会長は、委員の皆様方において互選をしていただくように規定されております。また、

会長は、あらかじめ職務代理者を指名することと規定されております。 

どなたからでも結構ですが、ご意見をお願いいたします。 

（委員） 

事務局の方で、もし案があれば出していただければと思います。 

（事務局） 

「事務局の案がないか」というご意見をいただきました。本推進会議の設置目的である

「人口ビジョン」及び「総合戦略」の推進につきましては、「第４次普代村総合発展計画」

の内容を踏襲したものとなるため、事務局におきましては、総合発展計画審議会の会長に就

任しております、普代村農業委員会、会長の高屋敷眞作様に、会長をお願いできればと考え

ます。いかがでしょうか。 

（各委員） 

意義なし。 

（事務局） 

ありがとうございます。それでは高屋敷様に会長をお願い致します。高屋敷は会長席の方

にご移動をお願い致します。 

次に、職務代理者でありますが、「会長は、あらかじめ職務代理者を指名する」ことと規

定されておりますので、高屋敷会長より指名をお願いいたします。 

（会長） 

それでは、職務代理者として、本日欠席されておりますが、事務局側にて事前に内諾をい

ただいているということで、普代村行政連絡員協議会、会長の下橋場岩男様を指名いたしま

す。 

（事務局） 

職務代理者については、本日、他用務により欠席されておりますが、今後、第２期総合戦

略の策定作業も行われる予定でもあり、各地域の総括機関でもあります、普代村行政連絡員

協議会会長の下橋場様に、職務代理者として選任させていただいたところでありますので

ご理解のほどお願いいたします。それでは、会長が決まりましたので、ここで高屋敷会長よ

り、ご挨拶をいただきたいと思います。 

（会長） 

改めまして、高屋敷と申します。この度は会長という重大な役目を仰せつかりまして、自

分なりに戸惑いを感じているところではございますが、職務代理者をはじめとしてみなさ

ん、各委員さんのお力をいただきながら、運営していきたいと思いますのでよろしくお願い

します。 

５ 協議事項 

（事務局） 
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ありがとうございました。それでは、協議事項に入らせていただきます。推進会議設置要

綱によりまして、会議の議長は会長となっておりますので、これからの進行については、会

長にお願いしたいと思います。高屋敷会長よろしくお願いいたします。 

 

（１）普代村まち・ひと・しごと創生総合戦略に係る平成 30 年度事業の効果検証について

【資料３、別冊】 

（会長） 

それでは、事務局から説明がありました通り、自分が議長ということでございますので、

進めていきたいと思います。それでは、早速ですけども、議事に入ります。 

本日の協議事項は３件あります。ご覧のように次第に沿って進めさせていただきます。 

最初に（１）の「普代村まち・ひと・しごと創生総合戦略に係る平成 30 年度事業の効果検

証について」を議題といたします。事務局より説明をお願いします。 

（事務局） 

 それでは、協議事項、（１）の普代村まち・ひと・しごと創生総合戦略に係る平成 30 年度

事業の効果検証について、資料３と別冊の資料を使用し、説明させていただきます。 

 はじめに、全体的な部分を資料３で説明し、その後に６つの個別事業について、別冊の点

検シートにより取組状況や内部評価を説明させていただきます。各委員の皆さまから、個別

事業ごとの検証・外部評価をいただき、今後の取り組み方針を定めてまいりたいと考えてお

りますので、活発なご意見、ご議論を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

それでははじめに、平成 30 年度事業の実施概要を説明させていただきます。お手元の資

料３をお開き願います。 

 30（実績）欄ですが、上段が計画額、下段の赤書部分が事業実績額となっております。 

基本目標別に見ますと、基本目標１の雇用関連施策では、計画額（28,331 千円）に対し

まして実績額（21,353 千円）、全８事業を執行しております。 

 次に基本目標２の結婚・出産・子育て施策では、計画額（64,327 千円）に対しまして実

績額（34,211 千円）、全 10 事業を執行しております。 

次に基本目標３の地域づくり、地域連携施策では、計画額（611,305 千円）に対しまして

実績額（101,516 千円）、全４事業を執行しております。なお、地域間活性化推進事業につ

いては、地域づくりアドバイザー活用事業及び地域人材ネット専門家招聘事業により進め

られています。 

 基本目標４の観光交流施策では、計画額（95,490 千円）に対しまして実績額（117,875 千

円）、全８事業を執行しております。なお、施策３の輝く地域資源の創造施策では、平成 28

年度からの追加事業として、総務省事業を活用した「地域人材ネット外部専門家招へい事業」

により、華のまち・普代村構想や天然蓄養施設検討など新たな観光資源、既存資源の活用に

向けた調査研究事業などに 5,521 千円執行しております。なお、施策３の輝く地域資源の創

造施策、地域資源発掘周遊観光バス運行事業は、平成 29 年度より村営バス事業と統合して

おります。 

 最後に、平成 30 年度の村総合戦略全体では、38 事業（799,453 千円）の計画に対しまし

て実績が 30 事業（274,955 千円）を実施しております。 
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以上、簡単ではございますが、平成 30 年度事業の概要をご報告させていただきます。 

（会長） 

はい、ありがとうございました。ご質問・ご意見等ございましたら、お願いいたします。 

 はい、細越委員。 

（委員） 

 計画額と実績額に大きな乖離が生じている部分あるが要因は？ 

（会長） 

事務局からの回答をお願いします。 

（事務局） 

平成 30 年度計画においては、基本目標３、施策２で軽費老人ホーム整備事業を計画して

いたもの。しかしながら、小中一貫校建設事業や新魚市場建設事業など総合戦略アクション

プラン以外での後年度負担を伴う事業検討が進む中で本事業については後年度へローリン

グしたもの。 

（会長） 

その他ございませんか。 

（委員） 

いきいきいわて結婚サポートセンターの小向です。普代村さんでも結婚応援プロジェク

ト事業として結婚分野の取組を推進いただいております。結婚サポートセンターでは既婚

者の方を会員登録しマッチングなどの支援を行っています。普代村さんには県内でも一早

く、本登録会費の助成事業などの取組を行っていただいております。また、具体的な内容は

申し上げられませんが普代村さんの成婚率は県内でも高い状況にもあります。まず、普代村

さんから「婚活するのはあたりまえだ」という慣習を広げっていっていただければと思って

おります。 

（会長） 

貴重なご意見ありがとうございます。その他ございませんか。 

（委員） 

平成 30 年度計画に空き家利活用促進事業とありますが実績値がない状況ですが、空き家

バンク登録件数がないため進まないものか、それとも他の要因があるものでしょうか。 

（会長） 

事務局からの回答をお願いします。 

（事務局） 

空き家バンクの登録に関しては、平成 30年度にようやく１件の登録があった状況であり、

本事業の推進には至っていない。 

平成 29 年度に空き家調査を実施し、約 80 件程度の利用可能な空き家を確認。また、所

有者を対象としたアンケート調査を実施し空き家活用のニーズを確認。今後も、調査結果に

基づき所有者との協議を行った中で本事業の推進に取り組んでいきたい。 

（会長） 

その他、ございませんか。 
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それでは、次に、平成 30 年度の個別事業の効果検証に移ります。事務局より説明をお願

いします。 

（事務局） 

普代村まち・ひと・しごと創生総合戦略取組状況点検シート「①普代村新卒者等雇用促進

奨励金事業」について説明。 

（会長） 

はい、ありがとうございました。 

 まず、はじめに、①普代村新卒者等雇用促進奨励金事業の取組状況と内部評価について説

明いただきました。 

 ここで、推進会議では、事業の効果検証・評価をしていくわけでありますが、はじめに、

ただいまの事務局からの説明について、各委員の皆さまからご質問・ご意見等をいただき、

内部評価結果（Ａ事業拡充からＦ事業完了）の６段階での判断をしてまいりたいと思います。 

 ご質問・ご意見等ございましたら、お願いいたします。 

（委員） 

 制度の周知をこれまで以上に図るとありますが、今後の事業展開は。 

（事務局） 

 実際に雇用するのが民間企業でありますので、民間企業の方と情報を共有しながら周知

の方法なども検討していきたい。 

（事務局） 

 振興局さんには、久慈管内の新卒者の雇用状況なども是非情報提供いただきたい。 

（委員） 

 久慈管内の状況は実際に求人をおこなっても非常に厳しい状況にある。 

（委員） 

 本制度は事業主にとってありがたい制度。過去に制度活用させていただいたが担当職員

の方には頻繁に情報提供いただいており感謝している。 

（会長） 

他にご質問・ご意見等はございませんでしょうか。 

ご質問等無いようでありますが、内部評価結果のとおり「C 事業内容見直しの上事業継

続」としてよろしいでしょうか。 

（委員） 

 意義なし 

（会長） 

異議なしということでありますので、内部評価に対する評価は、「C 事業内容見直しの上

事業継続」といたします。 

 それでは、次に「②普代村新規漁業者協議会補助金事業」について事務局より説明をお願

いします。 

（事務局） 

普代村まち・ひと・しごと創生総合戦略取組状況点検シート「②普代村新規漁業者協議会

補助金事業」について説明。 
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（会長） 

はい、ありがとうございました。 

 ご質問・ご意見等ございましたら、お願いいたします。 

（委員） 

 先ほど岩手県水産アカデミーの説明があったが、実際、私もアカデミーの受講生等が研修

の宿泊場所としている NPO が運営するシェアハウスに一緒に泊まる機会があった。普代の

研修生も楽しそうにしている姿を見ることができた。 

 各種フェア等については、住宅環境がないため積極的な受け入れがないとのことだが、村

だけでなく、このような民間団体等が主体となって運営する宿泊地整備も今後必要と考え

る。 

（会長） 

他にご質問・ご意見等はございませんでしょうか？ 

ご質問等無いようでありますが、内部評価結果のとおり「B 現状維持で事業継続」として

よろしいでしょうか。 

（委員） 

 意義なし 

（会長） 

異議なしということでありますので、内部評価に対する評価は、「B 現状維持で事業継続」

といたします。 

 それでは、次に「③はまゆり子ども園給食費支援事業」について事務局より説明をお願い

します。 

（事務局） 

普代村まち・ひと・しごと創生総合戦略取組状況点検シート「③はまゆり子ども園給食費

支援事業」について説明。 

（会長） 

はい、ありがとうございました。 

 ご質問・ご意見等ございましたら、お願いいたします。 

（委員） 

 現状、はまゆり子ども園での保育料など子育て世代に係る費用負担はどの程度か。 

（事務局） 

 はまゆり子ども園の費用負担は月額 8,000 円となり、給食費 4,000 円、おやつ代等 4,000

円となり本事業により給食費分 4,000 円を商品券で支援していることから、実質 4,000 円

の負担となっている。 

（会長） 

他にご質問・ご意見等はございませんでしょうか？ 

ご質問等無いようでありますが、内部評価結果のとおり「B 現状維持で事業継続」として

よろしいでしょうか。 

（委員） 

 意義なし 
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（会長） 

異議なしということでありますので、内部評価に対する評価は、「B 現状維持で事業継続」

といたします。 

 それでは、次に「④学官連携で推進する「おためし U 愛 J ターン」支援事業」について

事務局より説明をお願いします。 

（事務局） 

普代村まち・ひと・しごと創生総合戦略取組状況点検シート「④学官連携で推進する「お

ためし U 愛 J ターン」支援事業」について説明。 

（会長） 

はい、ありがとうございました。 

 ご質問・ご意見等ございましたら、お願いいたします。 

（委員） 

事業の実施状況の中で、小学生と大学生の相互交流を図りキャリア教育の推進を図ると

ありますが、どのような事業内容か。 

（事務局） 

本事業は、普代小学校５年生が追手門学院を訪問し、学生等から様々な体験を提供いただ

く内容となっている。普代小学校では６学年が盛岡市での修学旅行となっており、本事業に

より飛行機や公共交通機関など体験することでも社会化学習としてのキャリア教育として

位置付けるもの。 

（委員） 

 追手門学院との学官連携のきっかけは。 

（事務局） 

現委員である橋本委員が当時追手門学院大学の教授として着任しており、岩手県や普代

村に縁ある橋本委員が連携のきっかけとなっている。 

（会長） 

他にご質問・ご意見等はございませんでしょうか？ 

ご質問等無いようでありますが、内部評価結果のとおり「B 現状維持で事業継続」として

よろしいでしょうか。 

（委員） 

 意義なし 

（会長） 

 異議なしということでありますので、内部評価に対する評価は、「B 現状維持で事業継続」

といたします。 

 それでは、次に「⑤「青の国ふだい」ファン会員登録制度事業」について事務局より説明

をお願いします。 

（事務局） 

普代村まち・ひと・しごと創生総合戦略取組状況点検シート「⑤「青の国ふだい」ファン

会員登録制度事業」について説明。 

（会長） 
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はい、ありがとうございました。 

 ご質問・ご意見等ございましたら、お願いいたします。 

（委員） 

 現状会員数 126 名ですが、どのような方がどのような機会で会員となっているのか。 

（事務局） 

 会員は、首都圏の方が多い状況となっている。また、当初は村出身者や縁故の方々であっ

たが、継続するうちに友好町村の矢巾町の方やみちのく潮風トレイルのハイカーなどイベ

ント機会による会員が増加している状況。 

（委員） 

 先日、神奈川県鎌倉市で鵜鳥神楽講演もあった。是非、このような機会にも積極的に情報

発信していくことで会員数は増加していくものと思われる。 

（委員） 

 結婚サポートセンターでも協賛店を募った会員特典事業など取り組んでいる。時がたつ

につれ協賛店では会員特典の趣旨が薄れていくため定期的に情報提供を行っている。村で

も参考にしていただきたい。ラジオなどでも「青の国ふだい」のフレーズは耳にするが、中

央の方々は中 「々青の国ふだい」を連想できていない。連想できるイメージづくりを考えて

は。 

（委員） 

登録料についても 10,000 円だけではなく 5,000 円、3,000 円などプレミアム感がある運

用なども工夫してみては。 

（会長） 

他にご質問・ご意見等はございませんでしょうか？ 

ご質問等無いようでありますが、様々な参考意見等もいただきましたので、内部評価結果

のとおり「C 事業見直しの上事業継続」としてよろしいでしょうか。 

（委員） 

 意義なし 

（会長） 

 異議なしということでありますので、内部評価に対する評価は、「C 事業見直しの上事業

継続」といたします。 

 それでは、次に「⑥地域資源発掘周遊観光バス運行事業」について事務局より説明をお願

いします。 

（事務局） 

普代村まち・ひと・しごと創生総合戦略取組状況点検シート「⑥地域資源発掘周遊観光バ

ス運行事業」について説明。 

（会長） 

はい、ありがとうございました。 

 ご質問・ご意見等ございましたら、お願いいたします。 

（委員） 
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 事業の実施状況に周遊観光コース造成とありますが、現状では時間帯は違うものの村営

バスと同様の運行経路となっておりますが。 

（事務局） 

 周遊観光バスは、平成 27 年度から運行を開始し、これまでは観光地にスポットをあてた

運行も実施をしてきたところですが、村民の方も利用する中で限られた運行本数で利用者

ニーズも反映してきた結果、現在の運行ルートとなっている状況にあります。 

（委員） 

 奈良県赤亀などでも観光客に特化したバスルートを造成しており、ガイドや情報発信な

ど有効な取組みを行っているので是非参考にしていただきたい。 

（事務局） 

 運行本数にも限りがある中ではありますが、観光利用者目線の情報発信できる仕組みな

ど検討していきたい。 

（会長） 

他にご質問・ご意見等はございませんでしょうか？ 

ご質問等無いようでありますが、内部評価結果のとおり「Ｂ現状維持で継続」としてよろ

しいでしょうか。 

（委員） 

 意義なし 

（会長） 

 異議なしということでありますので、内部評価に対する評価は、「Ｂ現状維持で継続」と

いたします。 

以上で全６事業の効果検証が終わりました。 

 ここまでで、各委員の皆さまからお気付きの点、ご質問等ございましたらお願いいたしま

す。 

（委員） 

なし 

 

 

（２）普代村まち・ひと・しごと創生総合戦略に係る令和元年度事業について【資料３、資

料４、資料５】 

（会長） 

無いようであれば、次の協議事項、（２）の普代村まち・ひと・しごと創生総合戦略に係

る令和元年度事業の進捗状況について議題といたします。事務局の説明をお願いします。 

（事務局） 

それでは、協議事項、（２）の普代村まち・ひと・しごと創生総合戦略に係る令和元年度

事業の進捗状況について説明させていただきます。お手元の資料３をお開き願います。 

 31（現計予算）欄ですが、上段が計画額、下段の赤書部分が当初予算額となっております。 

基本目標別に見ますと、基本目標１の雇用関連施策では、計画額（87,931 千円）に対し

まして予算額（144,611 千円）、全８事業を進めております。 
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 次に基本目標２の結婚・出産・子育て施策では、計画額（65,549 千円）に対しまして予

算額（41,667 千円）、全 10 事業を進めております。 

次に基本目標３の地域づくり・地域連携施策では、計画額（27,804 千円）に対しまして

予算額（14,162 千円）、全４事業を進めております。 

 基本目標４の観光交流施策では、計画額（211,490 千円）に対しまして予算額（38,573 千

円）、全８事業を進めております。  

 最後に、令和元年度の村総合戦略事業全体では 38 事業（391,774 千円）に対しまして予

算額 30 事業（239,013 千円）を進めておりますことをご報告いたします。 

 なお、参考として、資料４をお開き願います。こちらは、村総合戦略に係る目標値のＫＰ

Ｉの進捗状況でございます。１の基本目標では、新規雇用の場の創出数５年間で４箇所の目

標に対し、株式会社青の国ふだいの設立などにより合計４箇所（進捗率 100.00%）、また、

施策推進による新規雇用者数は５年間で概ね 50 人の目標に対し、平成 30 年度末では合計

29 人（進捗率 58%）となっております。２の基本目標では、出生数が 45 人（進捗率 37.5%）、

また、婚姻数は 31 組（進捗率 51.67%）となっております。３の基本目標では、地域活動

団体設立数がゼロ団体、また、要支援認定者数が 21 人となっております。４の基本目標で

は、転出入者数の均衡（社会増減ゼロ）に対し、転入者数 249 人、転出者数 281 人で転出

者数が転入者数を 32 名上回る状況となっております。 

次に資料５をお開き願います。こちらは、令和元年 10 月１日時点の村の人口の長期的見

通しと、その実績状況となっております。人口総数は 2,636 人と 2020 年目標から 159 人

減、0～4 歳人口は 62 人と 27 人減、15 歳～49 歳女性人口は 333 人と 87 人減、出生数は

13.0 人と 4.8 人減、と人口ビジョンを大きく下回る状況となっています。 

最後になりますが、委員の皆さまには、目標指標の達成に向け効果的な施策推進へのご意

見、ご提言等いただきますようお願いをして、令和元年度事業の説明を終わります。 

（会長） 

ただいま、令和元年度事業の進捗状況について、事務局から説明、報告がありました。進

捗状況について、ご意見、ご質問等ございましたら、お願いいたします。 

（委員） 

 なし 

 

 

（３）普代村まち・ひと・しごと創生総合戦略の見直し方針（案）について【資料６】 

（会長） 

無いようであれば、次の協議事項、（３）の普代村まち・ひと・しごと創生総合戦略の見

直し方針（案）について議題といたします。事務局の説明をお願いします。 

（事務局） 

はい、それでは、普代村まち・ひと・しごと創生総合戦略の見直し方針（案）について資

料６により説明いたします。 

概要でございますが、国、県及び各地方自治体においては、本年度末を持って第１期まち・

ひと・しごと創生総合戦略期間が満了することから、次年度に向け次期まち・ひと・しごと
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創生総合戦略を策定する必要があります。なお、総合計画などとの整合性を図るための現行

総合戦略の期間延長も容認されております。 

村の各種計画状況ですが、総合戦略は令和元年度まで、総合計画及び過疎計画は令和２年

度までと１年の計画期間の差異が生じていいる状況です。 

平成 31 年 3 月 18 日に普代村地域創生・人口減少対策本部会議を開催し、次期総合戦略

の策定方針（案）について協議を実施しました。 

様々な意見をいただいた中で、次期総合戦略については次期総合発展計画と併せて策定

することを検討していくことで決定いたしました。このことから、現行の第１期総合戦略の

計画期間を令和２年度まで１年間延長することとして、今年度は１年延長するための第１

期総合戦略に向けた協議内容として進めていく方針としています。 

次期総合戦略策定に向けたスケジュールとしては、１月に現行総合戦略の変更案、２月に

は最終案をお示ししたいと考えております。 

また、国、県においては今年度中に新たな総合戦略を策定する方針としています。 

以上で、説明を終わります。 

（会長） 

ただいま、事務局から説明がありました。現行の総合戦略を１年延長することとし、次

年度次期総合計画の策定に合わせ次期総合戦略を策定したいといく内容でございました。

委員の皆さまから、ご意見、ご質問等ございましたら、お願いいたします。 

（委員） 

 なし 

（会長） 

無いようであれば、協議事項の一切を終了し次第の６、その他に移ります。事務局に進行

をお返しいたします。 

 

 

６ その他 

（事務局） 

ありがとうございました。 

 本日いただきました、ご意見、そして評価については、取りまとめの上、委員の皆さまに、

改めてご報告させていただきます。改善施策・事業等については、対策本部等で協議検討の

上、次年度以降の事業、また、次期総合戦略へ反映していくよう取り組んでまいりますので、 

今後とも村の地方創生について、ご尽力を賜りますようお願いをさせていただきます。 

 また、現行総合戦略の見直し、次期総合戦略の策定につきましてもご協力賜りますようお

願いいたします。 

それでは、次第６のその他でございますが、委員の皆様から何かございませんでしょうか。 

（委員） 

なし 

（事務局） 

事務局より１点事務連絡がございます。 
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 先ほど、村総合戦略の見直し方針（案）でもお示ししましたが、次回、今年度第２回目と

なります推進会議は１月に予定させていただきます。なお、協議案件は現行の第１期総合

戦略の見直し案となりますので、改めて文書でお知らせいたします。 

 

 

７ 閉会 

（事務局） 

それでは、以上を持ちまして、令和元年度第１回普代村まち・ひと・しごと創生推進会議

を終了いたします。ありがとうございました。 


